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１．内角の和 

任意の四角形の内角の和は４直角 

三角形の内角の和は２直角であることから示される。 

 

２．中線連結 

任意の四角形の隣り合う辺の中点を順に結べば、平行四辺形が得られる。 

対角線をとり三角形の中線連結定理を組み合わせて示される。 

 

 

３．敷き詰め 

任意の四角形は隙間なく平面を埋め尽くすことができる。 

対角線をとり三角形の内角の和は２直角であることを組み合わせて示される。 

 

 

 



４．オーベルの定理 

任意の四角形の各辺に等しい長さの正方形を外に向かって、あるいは内に向かって立

てると、各正方形の中心を対辺どうしで結ぶ線分は、直交し、長さは等しい。 

 

 

 

証明は、四角形の対角線の中点を一

つ取り、それと正方形の中心をそれ

ぞれ結ぶことによって、右図のよう

に二組の三角形が合同で直交する

ことから示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．内角の二等分線の交点 

  任意の四角形の隣り合う内角の二等分線の交点４つは、同一円周上にある。 

  証明は、円に内接する四角形の対角の和が２直角であることから示される。 

 

  同様のことは、四角形の隣り合う頂点の接線（内角の二等分線に垂直）の交点を取っ

ても得られる。 

 

６．頂点と対角線の交点を通る円 

任意の四角形の隣り合う２頂点と対角線の交点を通る円４つの中心は平行四辺形をな

す。対角線上の同位角の一致から示される。 



 

７．隣り合う辺を直径とする円の交点 

任意の四角形の各辺を直径とする４つの円を描く。隣り合う辺上の円の２交点のうち、

四角形の頂点ではない交点４つを、四角形の隣り合う辺を辿る順に結んでできる四角

形は、元の四角形と相似（鏡像）である。相似比は１：cosθ（θは対角線の交差角）

である。 

 また、その鏡像四角形の対角線は元の四角形の対角線と同一直線状にあり、それぞ

れの交点は一致する。 

証明は、鏡像の四角形の頂点が元の四角形の頂点から対角線に下した垂線の足である

こと、および円周角の定理などから示される。 

 


